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第３回国際日本学コンソーシアム

日本語学習者からみたジェンダー言語

阪口　治子

１．はじめに

本発表は一般的に性差が顕著に表れると言われてい

る日本語を日本語学習者がどのように捉えているかと

いうことを、修士論文で行ったアンケート調査に基づ

いて報告するものである。

金田一京助が敬語は日本語の極致であり、西欧先進

国に類を見せない美しさがあるとした上でその敬語の

中でも特に精巧なのは女性語であると日本語のユニー

クさのひとつに女言葉をあげているように、日本語は

伝統的にジェンダーが顕著に表れる言語だと言われて

いる。ステレオタイプ的に女言葉は丁寧で、当たりが

柔らかく、非断定的だと描写されるのに対し、男言葉

は相手の感情を考慮せず、ぶっきらぼうであり、断定

的であると描写される。

２．先行研究

２．１　言語における性差研究

言語における性差は1975年に発表された「Language 
and women s place」（Lakoff）を契機に国際的な注目
を集めるようになったと言われている。Lakoffの論文
自体はその研究方法が内省に基づいており主観的で

あったことから批判を受けたがこの論文から多くの論

争、新しい研究が生まれた。ジェンダー言語を研究す

る際、Robin Lakoff、Dele Spenderなどを代表するフェ
ミニズム論（Gender dominance approach）と、Deborah 
Tannenなどが率いる文化相対論（Gender difference 
approach）という二つのアプローチが存在する。フェ
ミニズム論は、男女が異なった話し方をするのは女性

がその従属的な社会的地位のために男性と同じように

話すことが許されていないためであると主張するのに

対し、文化相対論は男女が異なった話し方をするの

は彼らが二つのまったく異なる社会言語的サブカル

チャーに属しており、根本的に異なった解釈基準に従

いコミュニケーションを行うからだと論じている。

２．２　日本語におけるジェンダー言語の歴史

日本語において性差は平安時代（９－12世紀）の宮

廷文学で初めて観察されると言われ、その後鎌倉、室

町、江戸時代を通して女房言葉や遊女語などと呼ばれ

る性差が明示される女性語が誕生した。続く明治時

代、政府は近代国家形成の一環として、日本語を標準

化しその中で女言葉を推進した。女言葉はこの時代、

良妻賢母の観念と結びつけられ全国的に普及したと言

われており、この明治政府の政策は日本語における

ジェンダー言語のさらなる産出と強化に多大な影響を

与えたと考えられている。しかしながら、第二次世界

大戦後は、アメリカ合衆国の日本占領、民主主義及び

男女平等といった思想の導入、1970年代のフェミニ

ズム運動により、言葉における性差は徐々に減少して

きたとされている。

２．３　性差の種類

一 般 的 に 性 差 は 性 差 別 的 意 味 付 け（Sexist 
semantics）と、性差別的言葉使い（Sexist discourse）
の二種類に区分される。性差別的意味付けとは、男女

がどんな言葉で話されるかについてであり、男、女、

主婦、主人、家内などといった言葉が頻繁に研究され

ている。性差別的言葉使いとは男女がどんな話し方を

するかであり、日本語では性差は特に人称代名詞（わ

たし、あたし、俺、僕、あなた、お前、貴様 etc）、終
助詞（上昇イントネーションのわ、かしら、ぞ、ぜ、

さ  etc.）、敬語（お／ご接頭辞（お金／金）etc.）、命
令形（なさい接尾辞（食べなさい）／断定命令形（食

べろ）etc.）、感嘆詞（まあ、あら、なあ、おい etc.）、
声の高低、イントネーションなどに観察されると考え

られている。

２．４　実際の性差、日本語における性差の減少

日本語は多くのジェンダー言語研究者にその特異性

を主張されてきたが、最近の研究では日本人男女の実

際の言語行動における多様性の存在が確認されてい

る。大阪、神戸、東京在住の男性会社員による会話を

調査したSreetharan（2004）の研究は、例えば、実験
参加者により使用された終助詞がそれぞれの方言に

よって大きく異なったこと、またそれだけではなく参

加者のうち一人も従来Strongly masculineと区分されて
いる終助詞（ぞ、ぜ、やんけ、じゃいなど）を使用し

なかったことを明らかにしている。また東京在住の女

子大学生の友人同士の会話を調べた岡本（1995）の研

究からは、参加者がNeutralと分類されている終助詞
を最も頻繁に使用したこと、また典型的な女性専用助

詞とされている上昇イントネーションのわなどは年齢

が上の世代の発言を引用する際以外には全く使用され

なかったことなどが明らかになった。この研究以外に
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も多くの研究が、年齢が人々の言語行動に及ぼす影響

を示唆しており若い世代の日本語における性差減少の

傾向を指摘している。このように、最近の研究におい

てジェンダーは男女の言語行動を決定する唯一の要素

としては扱われず、話し手の方言や社会的地位、性愛

的思考、年齢といったジェンダー以外の話し手の社会

的属性、そしてまた話し手と聞き手の関係や、状況の

formalityといった会話が行われる状況が言語行動に及
ぼす影響も考慮されている。その結果、個人のジェン

ダーのみでは判断することができない男女の言語行動

の多様性が明らかになり、従来のエッセンシャリズム

的アプローチ、つまり女言葉、男言葉をそれぞれバリ

エーションのない均一な言語であると捉え、これら二

言語間に明確な区別を想定することに疑問を投げかけ

ている。また話し手の年齢に注目した研究からは若い

世代における性差の減少の傾向が観察されたが、世代

方言という言葉が存在するように日本語において話し

手の年齢は性差を語る上で欠かせない社会的属性だと

考えられる。

３．アンケート調査

３．１　研究課題

修士論文では以下問いを調べるために16問からなる

アンケート調査を行った。

日本語学習者は

・どのように日本社会でのジェンダーを捉えている

のか

・どのようなジェンダー言語を認識しているのか

・日本語における性差と日本社会の関係をどのよう

に捉えているのか

・実際にジェンダー言語を使おうとしているのか

・ジェンダーを明示することを日本語で学ぶことで

自らのジェンダー意識が高まったと感じているの

か

３．２　調査対象者

アンケート参加者は67名（男性48名、女性19名）で、

大半がSOASの四年生もしくはライデン大学の学生で
ある。参加者の母語は英語、オランダ語が最も多く、

全体として93％の参加者が Indo European languageを母
語としている。全ての参加者が少なくとも一度は日本

に滞在した経験があり、日本語学習歴三年以上の参加

者が全体の76％を占めている。男性参加者一名を除き

全員が日本語における性差を少なくとも日本語クラス

または日本人との交流どちらか一方を通して学んだと

回答している。１

３．３　日本語学習者による日本社会でのジェンダー

のとらえ方

Second language learners ’ perception of gender in 
Japanese society

Q1. 日本社会において男女は異なった社会的地位をも
つと思いますか。

日本において男女は異なる社会的地位をもつと感じ

ているかという問いに対して、回答者の95％が男女は

異なる社会的地位を持っており、男性が女性より優位

に立っていると回答している。反対に女性が優位にい

ると答えたのは男性回答者一名のみで、男女各々一名

ずつが男女は日本社会において同じ社会的立場にある

と回答している。

３．４　日本語学習者によるジェンダー言語認識

Second language learners ’ perception of gendered 
language in Japanese

Q2. 性差を反映していると思う日本語の言語表現や、
話し方の例などを挙げてください。

日本語学習者がどのようなジェンダー言語を認識し

ているかを調査するために、参加者に性差を反映して

いると考えられる言語表現を選択形式ではなく任意に

回答させたところ、表１のような答えが挙げられた。

最も多かった回答は終助詞で80％の参加者によって

挙げられ、次いで66％が人称代名詞を挙げている。こ

の結果は終助詞、人称代名詞は大多数の回答者にとっ

てジェンダーの象徴となる言語表現であるということ

を示唆していると考えられる。これらの回答を分析し

てみるとステレオタイプ的な描写が頻繁に観察され

た。例えば、以下の回答例１が示すように終助詞のわ

は女性専用のものとして描写された。

回答例１

・「女性は終助詞のわを使う」
　　‘woman use wa-suffix’

・「わ：女の子のための文末表現」
　　‘wa: at the end of sentences for girls’

・「女性はいつもわとますと言っている」
　　female saying wa and masu all the time’

・「女性：わ、かしら」
　　‘female: wa, kashira’ 
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これらの例のように終助詞わを回答として挙げてい

るものの中には、イントネーションについて言及して

あるものが一つもなかったことから、これらの回答者

にとって終助詞わとは、上昇イントネーションのもの

のみを意味しているということが想像される。しかし

ながら実際にはSreetharan（2004）の研究から明らか
なように終助詞わには上昇イントネーションのわのほ

かに下降イントネーションのわという二つのタイプが

あり、前者は典型的に女性用の終助詞と認識されて

いるが、後者は男性にも使用されることが知られてい

る。また、岡本（1992、1995）などの研究から若い

世代の女性は、ごく稀にしか女性用、上昇イントネー

ションのわを用いないこと、またぞの男性による使用

も大きく減少していることが明らかになっているよう

に実際の助詞の使用状況は非常に多様である。しかし

ながらこれらの回答例からもわかるように、多くの回

答でステレオタイプ的な描写が顕著に確認されたこと

から、学習者の認識が実際の日本語母語話者の言語使

用状況から逸脱したものとなっていることが観察され

る。

３．４．１　ステレオタイプを生み出す要因

１）日本語教育

回答が終助詞と人称代名詞に集中したこと、そして

また回答がステレオタイプであったことは、日本語教

育の在り方と関係があり得る。大原のグループ（2001）

は、終助詞わが日本語の教科書においていかに描写さ

れているかを調査し、多くの教科書が実際の日本語に

おける言語行動の多様性を無視し、ステレオタイプ的

な使用法のみを紹介していることを明らかにした。彼

らによると、『Situational Functional Japanese』は例え
ば、わを女性専用終助詞のみとして描写しその他の説

明を一切与えていない。またSiegal (1995) が主張して
いるように、従来のクラスルームカリキュラムの多く

は学習者の社会言語学的言語能力の養成に力を入れて

いないため、教室での指導が単にこのような教科書の

説明に基づき行われ、その際十分な説明がなされない

ことも頻繁にあると考えられる。このような状況では

学習者が男女の実際の言語行動の多様性について考え

る機会を全く与えられないと言えるのではないか。

また一人の女性回答者の以下のコメントによってサ

ポートされているように、人称代名詞と終助詞は日本

語の授業において初期段階にそして明示的に指導され

ることが多いようであるが、これもまた回答がこの二

つのフォームに集中したことに関係があると考えられ

る。 

回答例２

「私たちが初めて習ったのはジェンダーによって使

い分けられる私、僕、俺など英語の ‘I’ のための表
現だ。大学でさらに勉強するにつれて普通形の文の語

尾で女性はわやの男性はだよ、だねなどを使うという

ことを勉強した。また、かしらなどの女性のための文

表１

カテゴリー 回答例 % 

1 終助詞 わ、そ、せ、の、よ、ね、な、け、かしら、かな 80

2
人称代名詞 
（１人称、２人称）

１人称：僕、俺、わし、おいら、あたし、わたし  
２人称：君、あなた、あんた、お前

66 

3 音韻論的変数

声の高低　女性：より高い

男性：動詞の否定形やい形容詞などでの二重母音減少　

すげー；女性：すごい、

イントネーション

29 

4 丁寧さ 女性：より丁寧 25 

5
語彙項目の選択

（人称代名詞と終助詞を除く） 

Sexist nouns : OL、サラリーマン
特定の形容詞の使用：かわいい

俗語的表現　名詞：飯　動詞：食う

感嘆詞：女性：あら；男性：おい

23
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末語尾も習った。これらは私が日本人の友達と話して

いる時も明らかに観察される。」

‘The first thing we learned was expressions for ‘ I ’ 
(watashi, boku, ore, etc), depending on gender. As we study 
further at university, endings of plain-form sentences such 
as wa and no for women and men use dayo or dane. Also 
kashira as a sentence ending for women. These were also 
apparent when speaking with Japanese friends.’ 

２）Non-native perception
上 記 の コ メ ン ト は そ れ だ け で は な く

hypernativizationを引き起こし得るnon-native perception
の存在も示唆している。non-native perceptionとは、第
二言語に学習者の母語にない性質があるために学習者

にはその性質がより際立って感じられる現象であり、

学習者が特定のフォームを母語話者以上に多用する

hypernativizationにつながることもある。前述したよ
うに、最近ではの、よ、ねといった終助詞は男女とも

に使われ、そしてまた若い女性によるかしらや上昇イ

ントネーションのわの使用も劇的に減少していること

が多くの研究によって明らかになっている。しかしな

がらそれにもかかわらず、上記の回答者（回答例２）

の母国である英語には終助詞やジェンダーによって使

い分けられる人称代名詞が存在しないため、この学習

者にはこれらの日本語の性質が実際より顕著に感じら

れるのである。過半数の回答者の母語が日本語のこの

ような区別をもたないためにこれらの日本語の性質は

学習者にはより顕著に感じられ、それゆえに学習者が

極端にそれらに対し敏感になる可能性は十分にあると

考えられる。

３）母語話者の言語行動についてのコメント

Lexical choiceを性差が表れている言語表現だとした
回答者のなかから以下のようなコメントが得られた。

回答例３

・「母語話者数人が中年女性のみがあらまを使用す
ると述べた。」

　‘Some native speakers told me that only middle-aged 
women used arama ‘oh well’ ’

・「男友達がぶちやばいなどといった表現を使って
いるのをみて、女友達がこの表現は女の子が使う

ととても不適切で変だと話した。」

　‘ A male friend mentioned expressions such as buchi 
yabai ‘ very chancy (slang expression) ’ and then a 
female friend told me those are very inappropriate and 
strange for a girl’

・「友達は私に女性として食うと言うべきではない

がもし話者が男性であれば使用可能だと言った。」

　‘ My friend told me that I should not say kuu ‘ eat: 
vulgar expression ’ as a woman, but it is allowable 
when the speaker is man.’ 

これらコメントは日本語母語話者の発言もまた学習

者がジェンダー言語認識を構成する過程に大きな影響

を及ぼすということを示唆している。ここで問題とな

るのは、Hanks（1993）などが主張するように、学習
者だけではなく母語話者もまた実際の言語使用状況の

詳細を見落としステレオタイプのみに集中する傾向が

あるために、こういった母語話者から発せられる言語

行動についてのコメントは多くの場合、部分的であり

実際の使用状況を十分に説明しているわけではないと

いうことである。こういった母語話者の記述的ではな

い規範的なコメントもまた学習者がジェンダー言語に

対しステレオタイプ的なイメージを抱くことに関係が

あると考えられる。

Q3. 日本での経験を通して実際に男女の話し方に違い
があると思いますか。

日本での滞在経験を通し、実際に男女の話し方に違

いが存在すると感じるかという問いに関して、二名の

回答者を除く全ての回答者が ‘とてもある’ または ‘あ

る程度ある’ と回答している。興味深いのは、年齢別

のパターンが観察されることである。回答者の年齢が

低くなるにつれ、際立った性差を感じている人の割合

も少なくなっている。グラフ１が示しているように40

代の回答者のうち67％が男女の話し方の違いがとても

あると答えているのに対し、30代では40％、20代後

半では32％、前半では30％、10代後半では0％と徐々

に少なくなっている。

この結果は、日本語母国話者の実際の傾向と一致す

る。最近の研究の多くが少なくとも一定の会話コンテ

クストにおける若い世代の日本語の性差減少を示唆し

ているが、アンケート参加者のうち10代後半から20

代のグループは、主に学生でありその多くが日本の大

学で留学生として滞在している。それゆえ彼らは最も

多くの時間を自分たちと同じ世代の日本人大学生と過

ごしてきたと考えられ、性差が比較的少ないと言われ

る若い世代の日本語を耳にする機会を多く得たと考え

られる。またレイノルズ（2000）の研究などが示唆

するように日本語における性差は一度社会に出て働き

出す、もしくは結婚すると顕著になると言われている

が、留学生としてのみ過ごした若い世代に比べ、年齢
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の高い学習者は日本社会でのアルバイト以外の労働経

験、もしくは少なくとも日本人社会人との直接的な交

流があったのではないかと想像される。それゆえに世

代の高い学習者が、日本語における性差をより感じる

のは当然の結果であると考えられる。

３．５　日本語学習者におけるジェンダー言語使用

Second language learners’ use of gendered language

Q4. 日本語を話すときに積極的にジェンダーフォーム
を使っていますか。

日本語を話す際に実際に性差を表すフォームを使用

するかという質問に対しては、半数以上の学習者が

（55%）全く使わない、またはほとんど使わないと回
答した。結果を分析するとジェンダーフォームの頻繁

な使用は学習者の日本語学習歴、滞在歴と関係がある

ことがわかった。日本語学習歴を例にとってみると、

例外も観察されるものの、学習歴が長くなるにつれ

ジェンダーフォームを使用すると答えた学習者の割合

も高くなっている（グラフ２）。

Q5. ジェンダーフォームをほとんどもしくは全く使わ
ないのはなぜですか。

ジェンダーフォームを全くもしくはほとんど使わな

いと答えた参加者にその理由を複数回答可で尋ねたと

ころ、正確なもしくは適切な使い方がわからないとい

う回答が最も多く（65 %）、予想されるようにこの回
答は日本語学習、滞在歴が短い学習者の間でより頻繁

に挙げられた。回答者の22％が、ジェンダーフォーム

を馬鹿げていると感じるために使用しないと回答して

おり、それに関係してジェンダーフォームをジョーク

としてのみ使うという回答も得られた。また16%は、
ジェンダーフォームを使わない理由の一つしてそれら

に付随する性差別を拒絶しているためであると答えて

いる。この答えは男性より女性の間で顕著に観察され

た。その他、以下のようにジェンダーフォームを用い

ない理由としていくつか興味深いものも挙げられた

（回答例４）。

回答例４

・「外国語では中立的立場にとどまりたい。」 
　　‘I like to remain neutral in a foreign language.’

・「ジェンダーフォームは大体俗語で使われるが、

グラフ１
年齢別のグラフ

Series1, 
とても
ある

ある程度
ある

0 20 40 60 80 100 120

18-21

22-25

26-29

30-39

40-49

A
G
E
 G
ro
up

％

ない

グラフ２

日本語学習歴別のグラフ
常に
使う

頻繁に
使う

あまり
使わない

全く使
わない

0 20 40 60 80 100 120

6-1y
1-2y
2-3y

3-4y
4-5y
5y-

日
本
語
学
習
歴

％



162

阪口　治子：日本語学習者からみたジェンダー言語

私は大体丁寧に話す。」 
　　‘They are usually used in slang and I mostly speak 

somewhat polite.’ 

・「日本の航空会社で働いているので正しい日本語
を話さなければならない。」 

　　‘ I work at Japanese airlines so I have to use correct 
Japanese.’

４．おわりに

今回のアンケートでは日本語学習者がいかに日本語

の性差を捉えているかを調査したが、その結果は、学

習者のジェンダーだけではなく年齢も回答に影響を与

えているということを示唆した。

またアンケートの結果から学習者の大半が、ジェン

ダー言語のステレオタイプ的イメージを抱えおり、実

際の多様性を考慮に入れていないという可能性も明

らかになった。学習者がステレオタイプのみに集中

してしまう理由として、本発表では日本語教育、Non 
native perception、そして日本語の母語者との交流の影
響を簡単に考察した。

これらステレオタイプ的イメージを学習者の頭の中

に植え込むのを避けるためには、日本語教育関係者は

規範的情報ではなく記述的情報に基づき、常に多様性

を意識しながらジェンダー言語を指導することが有効

であると考えられる。また日本語母語話者も、自らが

抱えるジェンダー言語に対するイメージが実際の使用

状況をいつも忠実に反映しているわけではなくステレ

オタイプ的であり得ること、そしてそれだけではなく

自らが学習者にとって常に文化的情報源になり得るこ

とを意識し、学習者に接する必要があるであろう。
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注

１　時間及び知識不足により記述的分析のみを行ったため

統計的有意性は示されていない。
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